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こ びらき

日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調育報告書割-
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序

本県にはこれまでに約4，500箇所の遺跡が発見されております。これ

らの遺跡は、地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した香り高い文化

を育んでいくうえで欠くことのできない先入の遺産であります。

一方、日本海沿岸東北自動車道をはじめとする高速交通体系の整備は、

ゆとりと活力に満ちた新しいふるさと秋田の創造をめざす開発事業の根

幹をなすものであります。

当教育委員会では、これら地域開発との調和をばかりながら、埋蔵文

化財を保護し、活用することに鋭意取り組んでおります。

本報告書は、日本海沿岸東北自動車道建設に先立ち、平成11年度に飯

田川町で実施した古関豆遺跡の発掘調査成果をまとめたものであります。

調査では、縄文時代@弥生時代の遺物や平安時代の竪穴住居跡が見っ

かり、当時の人々の生活の一端が明らかになりました。

本書がふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一

助となることを心から願うものであります。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、御

協力をいただきました日本道路公団東北支社秋田工事事務所、五城呂田I

教育委員会をはじめ関係各位に対し厚くお礼申し上げます。

3月
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第 i章はじめに

第 1節調査に至る経過

日本海沿岸東北自動車道は、平成 9年2月に新潟市~青森市までの全区間が路線の指定を受けてい

る。秋田県におけるそれまでの路線名は、日本海沿岸東北自動車道象潟秋田線(象潟~秋田間)及び秋

田翠丘線となっていた。古関E遺跡に係る昭和町~琴丘町間の20.7kmについては、平成3年12月に整

備計画区間に決定され、平成 5年12月の実施計画認可を経て平成6年11月に路線が発表された。

これを受けて秋田県教育委員会は、路線上の埋蔵文化財の確認のため平成8年の 9・12月に分布調

実施し、周知の遺跡 3ヶ所と新たに発見した遺跡16ヶ所の計19遺跡を確認し、いず、れも範囲確認、

調査が必要であるとの結果が出された。

古関E遺跡の範囲確認識査は、 6，600n1を対象として平成11年5月24日から 6月11日にかけて実施

された。この結果、遺跡は縄文時代中期@後期、古代の小規模な集落跡で、あり、工事区域内遺跡面積

は3，100rrlて〉あるとされた。

第 2節 調査要項

跡名称

所在地

調査期間

古関 E遺跡(こびらきにいせき) 遺跡略号 4KBII 

秋田県南秋田郡飯田川町和田妹川字古関241-1外

平成11年 9 月 1 日 ~10月 29 日

調査日的 日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る事前発掘調査

調査面積 三100m

調査主体者 秋田県教育委員会

調査担当者 杉淵 馨(秋田県埋蔵文化財センター調査課課長補佐兼秋田北分室長)

利部 修(向調査課秋田北分室学芸主事〉

河田弘幸(向

英亮(向調査諜秋田

加藤 向 調査課秋田北分室文化財主事)

松橋 淳( 向 調査課秋田北分室非常勤職員)

伊藤 調査課調査第2科非常勤職員)

総務担当 佐藤 悟(同総務課長)

菅原 晃( 同 総務課主査:現秋田県立横手工業高等学校事務長補佐)

荒井 信行( 向 調査課秋田北分室主査:現秋田県立二ツ井高等学校事務長補佐)

嶋田敏輝(河調査課秋田北分室主査)

佐々木敬経( 同 総務課主事)

八文字降(同総務課主事)

調査協力機関 日本道路公団東北支社秋田工事事務所 五城目町教育委員会
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第 2章遺跡の環境

第 1節遺跡の位置と立地

古開立遺跡の所在する秋田県南秋田郡飯田川町は、

八郎潟残存湖の南東部、出羽丘陵西部にあたる。湖岸

には狭長な平野部に集落が点在し、旧八郎潟東岸に

沿った形で国道 7号線と JR奥羽本線が並走する。

跡はこの JR奥羽本線羽後飯塚駅から東に約 2km、北

緯39
0

53'35ぺ東経140
0

6'8"に位置する。(第 1図〉

遺跡周辺の地形は出羽丘陵西部から八郎潟残存湖に

向けて、山地、丘陵地、低地に分けられる。湖岸には、

琴丘可鰹)f[より秋田市金足に至る狭長な湖東沖積低地

が展開し、これらの地域の東には、高度100m程の丘

陵地が南北に帯状に発達している。丘陵地の東には、

組山山地から北に一連の山地が延長し、ここから西流

する馬場日川、井}f[奇襲)f[、馬踏川などの河川は、す

べて八郎潟残存湖に注いでいる。(第2図)

遺跡周辺の地質は、下位から小谷沢層、新砂子潟層、 o

女}f[層、船)[[層、天徳寺層、笹間層、潟問題及び段丘

堆積物、沖積層に分けられ、古!鶏 E遺跡は潟西層に相

当する砂磯質の丘陵地上に立地している。(第 3図)

2節歴史的環境

1密 立

古関 E遺跡の所在する八郎潟南東部では、各時代にわたる多くの遺跡が周知されているが、ここで

は縄文時代から平安時代までの主要な遺跡について概観する。なお遺跡名の次の[ J内

秋田県教育委員会発行の『秋田県遺跡地図(中央版)~に掲載された遺跡の地図番号に対応しており、

アルファベットは、その後新たに追加された日本海沿岸東北自動車道関連の遺跡を示している。

4図、第 1表)

1 .縄文時代の遺跡

古関 H遺跡近隣の縄文時代の遺跡としては大野地遺跡、 [31-32Jが挙げられる。発掘調査の結果、

a . b式十器を中心とした前期中葉の遺物を多量に包含する廃棄場と、該期に伴う土坑群が

検出された。井川左岸の台地上では、野畑遺跡 [31-30Jで中期大木8a'"'-'9式土器と石器類が、縞木

沢遺跡 [31-34Jで前期円筒下層 b式土器と石器類の出土が報告されている。豊}f[流域にも縄文時代

の遺跡が数多く確認されており、左岸にあたる槻本周辺の丘陵一帯は、縄文時代から謬着材として利

- 2 -
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第 2章遺跡の環境

用されてきた天然アスフアルトの産地として特に有名である。馬場白川左岸の台地上に立地する中山

遺跡 (25-23Jでは、晩期の竪穴住居跡と土坑墓群が検出され、さらに湿地帯に残る泥炭層からは、

編布、藍胎漆器、丸木弓などの遺物が多数出土している。

2. 弥生時代の遺跡

弥生時代の遺跡としては、井川町に所在する新問A.B遺跡 (31-19. 20Jが知られる。 1966年に

実施された試掘調査で籾跡痕を伴う弥生土器が出土している。また、新間A.B遺跡に近接する越雄

遺跡 (31-KJは新発見の遺跡で、 2000年に発掘調査が行われている。

3. 古代の遺跡

八郎潟東岸部において、古代の著名な遺跡としては岩野山古墳群 (25-14J、石111奇遺跡 (25-3Jが

挙げられる。岩野山古墳群は馬場白川左岸の舌状台地上に立地する遺跡で、発掘調査の結果多数の土

坑と方形をなす溝状遺構が検出された。これらの埋葬施設に伴う副葬品の内容から、被葬者は律令体

制の下にある宮人と考えられている。石Il!奇遺跡は岩野山古墳群から西方に約2.5kmの沖積低地上

地し、櫓跡とされる柱痕と、一辺が推定で、400n1以上の規模をもっ柵列の一部が検出された。

参考文献

秋田県 五城白JJ1973 (昭和48)年

秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図(中央版)JJ1990 (平成 2)年

五城目町『五城目町史JJ1975 (昭和50)年

井}IIIllJ教育委員会 1988 (昭和63)年

五城呂町教育委員会『中山遺跡発拙調査報告書JJ1983 (昭和58). 1984 (昭和59). 1990 (平成 2)年

小武海松四郎『籾痕土器をともなう秋田県南秋出部井川町主Jr間遺跡遺物についてJJ1977 (昭和52)年

よ自国番号 jiZ 跡名 !二ifT J也 種目IJ 遺構・造物

1-0 大平 秋田市金定詰iwJi字1全館大平 集落跡 幣穴住居跡、縄文土器、土師器、讃恵器等
25ω3 石111奇 五城目Is]大川下樋口字道ノ下 城柵跡 fll~列、柱!卵、 i淘硯、木製品等
25ω14 岩野山古場群 五域日IllJ樋口字縛沢 占境 太刀、勾玉、石市、 f)(鏡、土il市器、議忠Oii等
25-2:3 仁村山 五城目!日J高崎字中泉!壬i 造物包含地 土坑幕、縄文土器(後・晩期)、漆製品等
25-K 北 五城目IUr野間字北 集落跡 井戸跡、便所跡、陶磁器、刀子、木製品等

25-N 中谷地 五域自1lI]大)11字谷地中字谷地 集落跡 掘立柱建物跡.板材列、土自ji器、須;官話等
26同 lヨ !毘沙門 昭和町豊I1I龍毛字 I~"斉藤間 集落跡 土師器、須恵器、陶磁器、木製I弘

26司 U 後LLJ 昭和町豊川i龍毛字後111 集落跡 縄文土器(仁1"期)、弥生土器、土師器、須恵関等

26-M T 元木山根 I 昭和IHJ大久保字元木山根 遺物包含地

26-M TT 元木山+1~ TT 昭和IIIJ大久保字冗木山根 集落跡 竪穴住居跡、土坑、二i二自iji器、須恵器

28-10 鹿来館 飯田川町和田妹川字鹿来 館跡 帯郭、空堀、思穴住居跡、土師器、陶磁器等

28-K 1 古関 I 飯田川町和田妹)11宇古関 造物包含i出 縄文土器、弥生土器、石匙、フレーク

28-K TT I主開 E 競田川町和田妹liI字古関 集落跡 思穴住居跡、縄文土器、土師器、須恵器等
28-M 六ツ鹿沢 飯間}IIIsJ和田妹川字六ツ鹿沢 館跡

31-19 新聞A 井IIIIHJ黒坪字新開 遺物包含地 縄文土器(晩期)、弥生土器、石鋭、石斧、石錘

31-20 新1mB 井一:)JIIIIJ黒坪字新間 遺物包含地 縄文土器(晩期)、弥生土器、石匙

31-30 野畑 ~j:川町施問 1宇野田 遺物包含地 縄文土器、石織、石匙、石槍、石斧、石錘等
3]-32 大野地 井}IIIHJ域本学大野地 遺物包含地 jこ坑、縄文土器(前期)、石器、貝殻、 W~骨等

3]-34 綱木沢 井IIIUlT寺沢学綱木沢 造物信含地 縄文土器、石鍛、石匙、石錘等
31伺 Iく 越雄: チ|こ川町黒j'!，'T=越雄 集落跡 土坑墓、弥生土器、石器

第 1表周辺遺跡一覧表
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(リ。 の

第 1節遺跡 の概観

古関 E遺跡は、八郎潟残存湖の南東岸、出羽丘陵の西部にあたる飯田川町に所在し、 JR奥羽本線

羽後飯塚駅から東方約 2kl11に位置する。遺跡は、 2つの大きな沢に挟まれ北西方向に張り出す丘陵地

上に立地する。調査区の標高は21~241nで、緩やかな斜面地となっている。遺跡の範聞はこの丘陵の

先端まで含まれるものと考えられる。

遺跡の現況は杉林であるが、 にあたる丘陵地の先端部には畝跡が残っており、 四川何で↓ま

地として利用されていたようである。また遺跡近辺の沢筋には大小の堤が築かれ、水田化さ

も多くみられる。

2節調査の方法

上調査i又の設定

計画路線内の基準杭ST A.N 0 .47十00中心杭を原点(IvIA50)として、この原点から座標北方向に

を設け、この基準緯に直交する 4mX4mのグリッドを設定した。グリッド杭には東から

西に向かつて東西方向を示す一.L S . L T . 1YIA . 1Yl B.ーというアルファベット 2文字と、南から北

に向かつて昇)11賞する.. .48 . 49 . 50 . 51・ーの 2桁の数字を組み合わせた記号を記入し、各グリッドの呼

称は南東隅のifzの記号を用いた。なおl'AT，_50の座標植は、 x= -11688.633、Y=-82837.902である。

2. 発掘方法及び記録作成

り込み留での検出に努めたが、殆どが地LUiioでの確認となった。検出された遺構に

は、種'jj!Jを関わず確認した}I!員に01からの番号を付し精査を行った。また番号を登録した後、遺構と

判断されなかったものについて

遺構内出土のもの

とし

臼を

構外出土のものは遺跡名・出-士グリッド@出土層位'出土年月日を記入した袋に入れ、取り

として図街と写真によった。遺構“遺物の実測は、グリッド杭を基準とし

り方測量を採用し、平面図 e 断面図ともに基本的には 1/20で図化した。また、カマド

遺物出土状況など微細なものについては、 1/10で図化した。

35111111のモノク口フィルム@リバーサルフィルムを中心に、ネガカラーフィルムを交え

て行った0

3. 室内整理の方法

における整理は、遺構については現場で図化した平面・断面図より第 2原図を作成し、これを

トレースした。遺物は洗浄@注記の後、同一個体と忠われるものは極力接合 e 復元し、実測図 a 拓影

|翠の作成、写真撮影を行った。
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第 3節調査の経過

9月1日:調査開始。発掘機材の搬入と、事務所周囲の環境整備を行った。 9月2日:調査区内の

草刈り、雑木の除去を行った。 9月9日:ベルトコンベアーの設置と配線を完了した。範囲確認調査

時の排土除去と並行して、調査区南東側より粗堀を開始した。 9月14日:二j二層観察用として調査区南

東側の壁面を精査し、写真撮影と実測を開始した。 9月16日:調査区南側の斜面で数カ所の黒色土プ

ランを確認した。それぞれに遺構番号を付し、写真撮影と半裁を行った。 9月17日:コンター図作成

のため、地山面のレペリングを開始した。調査区南東側壁面の土層断面図を終了した。 9月27日:こ

の日から10月7日まで、担当の加藤が新規採用職員研修に参加するため、秋田北分室杉訣Ij.手IJ部@河

田@吉田が交代で現場の指揮にあたった。 9月30日:ベルトコンベアーを移動し、調査区北側の粗堀

に移った。 10月18日:調査区北西側の壁面を精査し、土層断面図の作成に取りかかった。調査区南側

で土坑 l基(SK09)を検出し、半載したところ底面より縄文土器破片が数点出土した。 10月四日:調

査区北西側の沢付近で竪穴住居跡(S1 11)を確認した。産ちに写真撮影を行い、精査を開始した。 10

月25日:調査区北西側壁面の土層断面図を終了した。調査区南西側でピット数基を検出し、精査と実

誤1)に取りかかった。 10月節目:竪穴住居跡の精査を続持。床面産上で土締器などの遺物が多数出土し

た。また床面で柱穴 2基と土坑 1墓、北東隅から沢に向かつて伸びる溝跡を確認した。 10月28日:現

場撤収の準備を行った。 10月29日:全ての遺構の精査を完了し、遺跡全景を撮影した。調査終

民
M 国
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4 の記録

第 1節調査区の地形と層位

古関豆遺跡は、 2つの大きな沢に挟まれ北西に向かつて舌状に伸びる丘陵地上に立地する。調査区

の標高は21"'24111で、南東側で最も高く、北西に向かつて緩い傾斜をなしているが、調査区内には幾

筋かの沢もしくは小規模な沢状地形が入り込むため、起伏は著しい。

調査区の基本層序は、調査区の南東側及び北西側の壁面を精査した結果以下のように観察された。

(第6図、図版 1-3) 

I層 黒掲色シ){/ト質土(10YR2/3) 表土。層厚は 5"-' 10cmと薄く、植物根を多く混入する。

立層 階褐色シルト~細砂質土(10YR3/3) )霞厚は10""'-'25cm程度で遺跡全体に見られ、縄文土器、

土師器などの遺物が混在する。

道層 黒褐色シルト~細砂質土(10YR3/2) 層厚は10cm前後で、沢状に若干落ち込んだ箇所など

に散見される。

褐色シルト~継砂質土(10YR41心 地山漸移層。この層の上面を遺構確認面とした。また

遺物の出土も向層上簡を下限とし、これより下位からの遺物の出土は確認されなかった。

V層 褐色細砂質土(10YR4/6) 地山。調査!玄南西側の低位にあたる部分では小擦が混在する。

A 
L 26.On 

調査区南東側基本土層 B 

RP 

閉
山

RP 

。 41TI 

第 5関

第 2節検出遺構と出土遺物

本調査で検出した遺構は、竪穴住居跡 1軒、焼土遺構 1墓、土坑6基、柱穴様ピット17基の計25基

で、このうち土坑 1基と柱穴様ピット 2基は竪穴住居跡に伴うものである。これらの遺構は大きく分

けて調査区北東側の急斜面地、調査区北西側の沢付近、調査区南西側の緩斜面地の 3ヶ所に分布して

いる。

検出した遺構の帰属時期は、遺物の出土した竪穴住居跡と土坑 1基を徐いて不明確であるため、時

代別ではなく、竪穴住居跡、土坑、焼土遺構、小穴群の順序で、図示し、それぞれに項目を設け記述し

ている。
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MJ 

MI 

MF 

ME  

MD  

MC  

MB  

MA  

LT 

LS 

しR

しQ

しゃ

LO 

しN
41 

ョðCじ1 下~

SK 
SIく
SK 
SK 
SK 
SK 
SN 
SK 
SK 
Slく
S 1 

45 

番号 種別 {蔚考 挿図番号

01 I坑 13 
02 欠番

03 欠番

04 欠番

05 土坑 13 
06 欠番

07 焼土遺構 13 
08 欠番

09 ゴニ坑 13 
10 欠番

11 竪穴住居跡 8・9

第 2節検出遺構と出土遺物

50 

第 7図遺構配置図

記号 *仁'7=1 種)3IJ 備考 挿図番号 訪日号 番号 種別 備考 挿図番号

SK 12 こ仁坑 13 SKP 23 柱穴様ピット 小穴群 l14 
SK 13 欠番 SKP 24 柱穴様ピット 小穴群 114 
SK 14 欠番 SKP 25 柱穴様ピット 小穴群214 
SK 15 土坑 13 SKP 26 柱穴様ピット 小穴群214 
SIくP 16 柱穴様ピット S 111内 8・9 SlくP 27 柱穴様ピット 小穴群214 
SKP 17 柱穴様ピット S 111内 8・9 SKP 28 柱穴様ピット 小穴群214 
SK 18 土坑 S 111内 8・9 SKP 29 柱穴様ピット 小穴群214 
SKP 19 柱穴様ピット 小穴群 114 SlくP 30 柱穴様ピット 小穴群214 
SKP 20 柱穴様ピット 小穴i洋114 SKP 31 柱穴犠ピット 小穴群214 
SKP 2] 柱穴様ピット 小穴群 114 SIくP 32 柱穴様ピット 小穴群214 
SKP 22 柱穴様ピット 小穴群 114 SKP 33 柱穴様ピット 小穴群 214 

第 2表検 出遺 構一 覧表
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第 4章調査の記録

1. 竪穴住居跡

S 1 11 (第 8"-12図、図版 2・4・5、第 3.4表)

<位置>MC53・54、MD52・53. 54、ME53.54グリッドに位置する。調査区北西側の緩斜面地に

あり、本選構の西側には沢が入り込んでいる。

<重複>床面精査中にピット 2基 (SK P 16・17)、土坑 1基(SK18)を検出したが、これらの遺構は

竪穴住居跡に伴うものと考えられる。佑遺構との切り合い関係は認められない。

<規模@形態>南辺及び北辺の一部が撹乱されているため、全体の形状は不明であるが、東西長3.68

m、南北長は推定で、3.86mを測り、平面形は方形を呈す。主軸方位はN-12.50 -wである。

<床面>床面はほぼ平坦であるが、全体的に北西方向に緩く傾斜している。床面積は12.1r討を測り、

貼床や特に硬化した箇所は確認されなかった。

<壁>監は撹乱された南辺及び北辺を l~余くと、ほほ垂直に立ち上がっている。各辺の援長は、北辺で

3.60111、南辺で3.861TI、東辺で3.40n1、西辺で3.90111を誤fJる O 壁高は25"-40cmほどである。

<ピット>床面の中央からやや南東寄りで、 2基のピット (SK P 16 . 17)が切り合った状態で確認さ

れた。 SKP16は径38'"'-'45cm、深さ32cmを~J=!fJり、円形平面をなす。覆土には遺物とともに多量の焼土

塊が含まれており、このピットが廃絶された際に投棄されたものと考えられる。北東側で SKP17を

切り込み、本遺構の方が新しいと判断した。 SKP17は径37.~39cm、深さ29cmを誤IJ り、円形平面をな

す。 断面には柱痕跡が明瞭に観察された。出土遺物は土締器尽の底部破片 l点のみである。この 2基

のピットは他に対応するピットが確認されず、それぞれ単強に機能するものとみなされヨ

での位置取りからロク口ピットと考えられる。

-溝>壁潜は援に沿ってほぼ一巡するが、南辺においてはカマドを迂回し、南東隅で一部途切

れる。壁講のIli高は10'"'-"28cm、深さは 3'"'-"9cllIを測る o また北東儲からはi福58-....， 80clIl、深さ 35.~47cmの

溝が突出し、竪穴住居跡の西側にある沢の落ち際まで達している。この溝は壁溝に産結しさらに深く

掘り込まれていて、排水等の役割jが考えられるが、溝の;覆土及び壁面と底面の状況からは明確な流水

の痕跡は看取されなかった。

くカマド>カマド

ず、若干西側

りに構築されている。カマドの中輪組はN-5.5
0 

いる。燃焼部奥のほぼ中央には完形の小形嚢を倒立さ し、支脚として

用いている。袖部は地山を掘り残したもので、粘土等の構築材は確認されなかった。カマド内からは

どの士郎器の破片が多数出土しており、カマドの廃絶に伴うものと考えられる。

くその他>カマド左袖の脇に略円形平面をなす土坑 1基 (SK18) を検出した。この土坑は径56~73cm、

深さ14cmを1J=!fJり、援の立ちとがりは明瞭で断面形は逆台形を主す。控潜と切り合い、確認の段階でそ

れよりも新しいものと判断された。底面からは土師器部が伏せた状態で出土しており、覆土が地山起

からなることからも、意図的に一括で埋約された可能性が高い。

<覆土>覆土は 5層に分臆され、レンズ状の堆積から白然堆積によるものと考えられる。遺物の

は床面直上で大半が占められ、覆土上位では希薄である。

<出土遺物>出土遺物は個体を識別できるもので土姉器長胴護 8点 e 小形餐 2点・杯23点.JIIl3

1点、須恵器杯 1点・皿 1点、砥石2点、鉄製品 1点を数える。 遺物は床面直上の特に壁際付近に

集中し、その他カマド、ピット、土坑からも多数出土している。
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第 2節 検出遺構と出一!っ遺物

カマドからの を占める。 にみられる カキメの施さ

れるもの (1.2.3)と、ハケメ調整によるもの (4・5)に分けられ、口縁部の形態も単純にくの宇

状に外反するものと、くの字状に外反し口唇部が直立気味に立ち上がるものの 2種類がある。体部下

半以下の残存する 1は下方向のヘラケズリが観察され、底部は平底を呈する。土師器ノト形棄は床面と

カマドで 1点ずつ出土している。ともにロク口で成形され、底部の切り離しは回転糸切りによる。 6

は倒立した状態で支脚として利用されていた。土師器部は全てロクロ成形で、底部の切り離しは回転

糸切りによる。 11の口縁部内面には煤の付着が認められ、灯明皿としての使用が考えられる。 13. 17 

は切り離しの後体部下半と底部に口クロ回転を利用したヘラケズリ調整がなされ、内面にはミガキと

される。 17は内面良部に放射状のミガキが明瞭に観察されちサイズも他の個体と比較し

り大きい。土師器血は床面で 3点出土している。いずれも形態は須恵器出と酷似しており、内

面iは黒色処理されている。土雨i器鉢は SKP 16で出土した31の 1点のみで、底部から口縁部までの接

点はないが、問一個体とみなして図面上で合成し復元図示している。内面底部には放射状のミガキが

施され、黒色処理されている。須恵器は床面において町、と皿が 1点ずつ出土している。 27の坪の内面

底部には糸切り痕が一部消去されずに残存する028は高台付きの血で、回転糸切りによる切り離し後、

直立気味の高台が取り付けられる。砥石は床面から 2点出土している。いずれも欠損しているが、破

損部以外の面は全て砥面として使用されている。また被熱のためか、赤変した箇所が見られる。鉄製

品は床面から 1 しているが、器種不明の小破片であるためここでは図示していない。

jifi同番号 図版番号 出土位置 種別・ if~種 口荏(1日日1) 底淫(mm) 器高(加n) JJtiゴ二 タト田色調 内8+市色調
10-1 4 ソ カマド 土師器長胴斐 (89) 粗砂 7.5YR 7/6償

102 3 r、 L1-1 
!同カ干マ1ドZ 

土sI!i器長胴護 (160) | 籾砂 7.5"¥ア R8/6浅 7.5YR6/6+豆
10ー i二師器長胴3131 C.?19l 粗砂 5YR5/6明赤椙 日YRSILjにぶい赤褐
10-4 4-3 カマド L師器長胴琵 (23Oi 組青少

5JOY YRR56//84明に赤ぶ掲い黄;憶
lOYR 7/:~f=ぶい黄控

10-5 4-4 |カマド +土師器長)J間資 (239) 十丑砂 7.5Y R 7/6t在

7 

4-S カマド 土日Hi器小H抵 i 140 (j8 1:58 I ;j;f:[ll'T 5YR5/8明赤褐

Hド一い回ロい55OU、一ER55うR77そ/6q6〈+明ii腕宝8にご赤7暗Gぷ玉描禍一い置首4権告

4-6 床面 i土師器小形三塁 (19) 49 80 粗砂 lOY I，( 4/2J~d貯掲
11-8 4-7 !未開 .1一日市器杯 127 60 ilS 出IU砂 7.5Y R 7/6t童

4-8 

床床!床ふ面面両山
1性ヒE堕師9盟室器主主I才E 

ゴ/

66546 6 5 1 

3一4円 !細砂 R6/6陸

49 ! 帝国砂 lOY R4/6褐

50 縮砂 lOYR7/61l月黄褐
11-12 !:IIlji器坪 4氏 縮砂 日 "R6/8糧 7.5Y R 7/6{登
11-13 1 床開 土師器i不 (1:37) (:i4 56 細砂 lOY R 7/6明黄禍

1 Riミ717414ににぷよくいし業ヰ霊持11-]4 床面 土日jfJ器坪 (144) (54) 45 制砂 7.5YR7/4tこぶしヰ量
11-15 SKP 16 土師器杯

458 0 細初! 砂砂 R6/8t最 5Y R 716持
ll-1o ;コ一三 S KP16 土師器i不 i2.SY 1ミS/6明赤夜j 5Y R6/(jtII 
11… 17 ひ…3 S K18 土師器勾「、 152 60 65 稲1I砂 7.5Y R 7/6佳 7.5YR1.7/1よ足

11… 118 9 5-4 
SKく1188 I上j::.s師ili器N&部1不 お5汽7 

九つ

細細細相砂砂砂砂
出回出匠王EYYR宮亙権怪8b隙月二亦掲 |情じげロ2.E、⑪右7往陸信8田指障監

11 52 
11-20 S K18 土師器杯 (12:3) 52 45 

I 11-21 i床面 |二i二郎器j不
: 

(116) ににJと‘J 51 
11 ..22 床面 土師器i不 (120) 50 45 ~ll砂
11-23 床面 :l::fiilj器;坪 (]20) 64 50 籾i砂 2.5YR5/8積 2.5YR5/8十登
11-24 床面 土師器部 1:34 58 45 粗砂 10YR7/5明策褐 lOY R 7/5明裁褐
11-2S 床面 一i二郎器郎 130 組i砂 2.5Y R5/8権 2.5Y R6/8t1i 
11-25 5-5 カマド 土師器杯 131 52 50 紺!砂 2.5YR5/81現赤栂 2.5Y R5/8uJJ赤褐
12-27 5-5 床面 須恵器i不 130 50 :34 細砂 10Y3/1オリーブ黒 lOY3/1オリーブ黒
12-28 5-7 床面 須恵器illl 126 i粗砂 lOY3/1オリーブ黒 7.5Y 4/1灰色

12-29 5-8 
||!床未間聞

土si]i器Jill L36 細砂 5YR5/6明赤褐
I57Y 5YRlR.7l/71/黒l黒12-:30 土師器1m 72 高田砂 7.5YR6/6f登

12-31 SKP 16 土師器鉢 (231) 83 (94) 総j砂 5YR71叫21 5YR1.7/1黒

第 3表 S 1 11竪穴住居跡出土土器観察表
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第4章調査の記録

s lllrr寺
l 泉街色十苧(lOYR3/2) しまり
2 にぶい政褐色土(10YR4/3) 
3 ~主褐色土 (]OYR5/6) しま
4 にぷい黄褐色 iて(10YR5/4)
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シ
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S KP16 
1 祭褐色土(lOYR3/1) しまりやや弱粘性やや強 シルト質

褐灰色土粒10%、大径の炭化物粒10%混入
2 灰策掲色jこ(10YR6/2) しまりやや強粘性やや強 シルト質

大径の炭化物粒20
/混入

3 にぶい策褐色土(lOYR6/4) しまり強粘性強 シルト質
大径の炭化物粒10%、大径の燐こ!こ塊20%混入

4 灰策総色土(lOYR5/2) しまりやや強粘性強 シJl--ト質
大径の炭化物粒50

/混入
5 灰声~f昂-6::仁 (lOYR5/2) しまり普通粘性やや強 シルト質

小径の地11Iこ!こ粒S%、小径の黒色土粒fi~拐、小径の炭化物粒29r; 混入

S KP17 
1 茶色土(lOYR2/1) しまりやや弱 粘性普通 シルト質
小~大径の炭化物粒2~h混入

3 灰黄褐色土(10YR5/2) しまり普通 粘性ややij~( シルト質
小径の地山土粒5~~ 、 IJ、径の黒色二仁粒5%、小径の炭化物粒')0/混入

3 にぶい鼓褐色土(lOYR6/3) しまり強粘性強 シルト~粘土質
小径の炭化物粒2;í~; 混入
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第 2節検出遺構と出土遺物
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第 2在日 検出遺構と/-1:¥士遺物

2. 土坑

土坑は、 S1 11に付属する 1基の他に、調査区北側の急斜面地で 2墓、南西側の緩斜面地で 3基を

検出した。これらの土坑は、底面から縄文土器が出土した SK09を除き、帰属する時期は不明である。

S K01 (第13図、図版 3 3) 

<位霞>ME42グリッドに位置する。北東側には 5mほど離れてSK05がある。

<規模@形態>平語形は円形を呈し、長径0.68rn、短径0.62111、確認面から底面までの深さは0.16m

を測る。壁の立ちとがりは明瞭で、断面は逆台形を主主す。底面にはやや凹凸がみられる。

ロ褐色 ~l~ を主体とし、 3 された。

S K05(第13図、図版 3-4) 

<位置>lVID43グリッドに位置する。南西側には 51TIほど離れて SK01がある。

<規模 e 形態>平面形は円形をなし長径0.69m、短径0.61m、確認面から!表面までの深さは0.21111

を測る。壁の立ち上がりは明瞭で、断面は逆台形を呈す。底面にはやや出凸がみられる。

<覆土>黄褐色土 e 褐色土を主体とし、 2盾に分属された。

S K09(第13図、図版 3-5 . 6) 

<位置>J¥1F45.46グリッドに位置する。

<規模 e 形態>平面形は円形をなし、長径1.301TI、短径1.21m、確認面から底面までの深さは、 0.13

mを誤IJるO 壁の立ち上がりは不明瞭で、断面は思l状を呈す。底面は凹凸が顕著である。

<覆土>黒褐色土を主体とし、 3層に分居された。 遺物は最下層からのみ出土している。

<出土遺物>底部直上より向イ国体とみなされる縄文土器破片が6 した。深鉢形土器の口縁部

近辺にあたると忠われ、単節LRの縄が横位回転施文されている。縄文時代中期の所産と考えられる。

S K 12(第13図、図版3… 7)

<位置>LQ.LR50グリッドに位置する。北側には 3mほど離れてSK15がある。

<規模@形態>平面形は円形をなし、長径1.91111、短径1.62111、確認由ーから底部までの深さはO.321TI

を測る。壁の立ち上がりは不明瞭で、断面は椀状を呈す。底面、壁面ともに平坦である。

<覆土>黒褐色土を主体とし、 6属に分層された。最上位にあたる 1層には、ブ口ック状の地山土が

に混入し、人為的な埋め戻し土の可能性がある。

<出土遺物>覆土中位より石器剥片 1点が出土した。埋没の過程で流れ込んだものと思われる。

S K 15(第13図、図版 3-8) 

LR51・52グリッドに位置する。南側には 3111ほど離れて SK12がある。

<規模・形態>平面形は不整形をなし、長径1.59m、短径1.97m、確認固から底面までの深さは0.28

mを測る。壁の立ち上がりは不明瞭である。断面は血状を呈する。底面、壁面は平坦である。

.11音掲色土を主体とし、 4層に分溜された。

17 
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仁司1:1可1径歪Uの').1血 u山l ごj司 1彩~[20%i昆Z入、

S KI2 
1 11奇禍色土(lOYR3/:3) しまり強 Wi性やや強 シルト質
小径の炭化物粒 1%、小筏の褐色土塊20% 、 I也山土~5%含む

2 椀色土(lOYR.311) しまりやや強粘'1'1，なし シルト質
小径のH音掲色j二粒20%-f3'む
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4 黒色土(lOYR2/1) しまりやや強 Wi性強 シルト't1t

小筏のj美化物粉[2%含む
5 II(，¥，褐色土(lOYR.3/4) しまり強 ~'lÎ性強 シルト~*，IÎ土質
小径の地IJj j二粒40%、小径の化物~GL2~6 混入

6 11音褐色土(lOYR:"l/4) しまり強粘性強 シルト~粘土質
小径の地11J ::I二位 lO~6 、大筏の炭化物粒5%混入

2m 。

S K01鑑 05旬 09鐙 12鎗 15土坑

oo --4 

S N07焼土選権、第13図



第 2節検出遺構とH:l士遺物

3. 焼土遺構

検出した焼土遺構は調査区北西側の緩斜面地にある SN07の 1基のみである。遺物が伴わないため、

帰属する時期及び性格は不明である。

S N07(第13図、図版 3-1.2)

<位置>MC52グリッドに位置する。北側には 2111ほど離れて S1 11がある。

<規模 a 形態>平面は不整形をなし、長径0.37111、短径0.24nlを測る。

<覆土>硬く締まった焼土と、焼土粒及び炭化物粒を混入する褐色土の 2層に分層された。

4. 小穴群

ピットは調査区南西側の緩斜面地に集中し、 を検出した。ピットの配置から建物跡などの上

屋は想定できないが、平面的なまとまりをもつことから、 2ヶ所の小穴群として扱った。これらの

ピットの覆士から遺物は出土しておらず、ピット周辺の遺物の散布も希薄で、時期の決定は困難であ

る。なお倍々のピットの規模や形態などについては、下の表 して記載している。

小穴群 1(第14図、第 5表)

く位置 L45、JvUv145. 46、:NIN45グlJッドの範囲で、 6基のピットを検!出した。

<規模 g 形態>平面形は円形 e 楕円形 e 不整形とあり、 '様ではない。サイズ、は概ね直径25crn以下に

まとまり、小穴群 2のピットと比べてやや小振りである。

1~2 層に分属される。明確な柱痕跡等は確認されなかった。

「U 

F46、:NlG 44 . 45 . 46、MH43、M 144 . 45グリッドの範囲で、 告基のピットを検出した。

く規模@形態>平面形は一様に円形を呈す。サイズは概ね直径40cm以上あり、小穴群 1のピットと比

べてやや大きい。

である。柱痕跡等は確認されなかった。

番号 グリッド 平面形 断面形 長径(cm) 捷径(cm) 深さ (cm) 底面探高(1ll)

どう 1"1分 MM46 WJ 形 !i蛍台Ji手 どり 18 ト4 三三.之之8

SKP20 MM46 I t百円形 |迎合形 2~け7 20 22.140 

S KP21 MM46 楕円形 椀状 27 21 7 22.001 

SKP22 MN45 不整形 j望台形 26 15 10 21.473 

S1く1"23 MM45 円1杉 逆台形 24 23 11 21.380 

S KP24 ML45 円形 逆台形 26 25 21.676 

S KP25 M 145 円形 椀:1犬 31 27 13 22.484 

SlくP26 M 144 i弓]fg 1m状 44 19 9 22.478 

SKP27 MH43 円形 血:犬 4:3 40 8 22.佼58

S KP28 MG44・45 円形 mt:IJ~ 44 41 9 22.907 

S KP29 MG45 円形 ì~合形 49 43 14 22.855 

S KP30 MG46 円形 逆台形 51 45 14 22.815 

SIくP31 MG46 円形 i車台形 39 :36 14 22.676 

SKP32 MG46 円形 逆台形 41 30 9 22.710 

SIくP3:3 MF46 円形 毘:Ik 47 39 7 22.755 

第 5表ピット

Qυ 
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第4章調査の記録

48 
小穴群 1グ 1)ッド配罷思

47 
Ij¥穴群2グワッド配置関

SK1"31も
Slく1"32

SK1"33 。SK1"30 。

SKP29 0 

。
o SKP25 

ζSユK-P28 。
SKP26 

ト¥
SKP27 。

ト¥

@ 
47 46 

SK1"22 

45 44 
MO MN MM ML 

43 
MJ 

郡
小

SKP19 SKP2u 

-@一一 -@-
回一一一22.5m-一一 一一一~22.5n1一一一四 一一一一.22.5n1四一一時

寸±均ナー

時
只Ir 

)
し

4
A
1

子
4F

/。ふ

ι

内
べ
U
L
L
L

n
E
M
m
 

y
f
 

nu 
ハ凡仕U日
、
通

土
此
将H
 

色
り

却
褐
ま

P
昨
回
し

苧
4I
 

S
1
 

資

質

E
P

ト
O

L

l

 

j

)

j

 

シ
パ
ン

ρ
り一、

7
L
h
i
7し

ょ、
I
r
h

)
f
o
f
 

A4τ

し士
1
l
i
t
-

/
p
がドト「、

M
仁

A
4
e
r
1
仁
上
1

R
心
引
け
名

山
川
遇
制
適

任
地
H

黄
世
円

よ
り
い
り

ぬ
色
ま
ぶ
ま

P
褐
し
に
し

K
 

s
l
 

MG MF 
SKP22 

~(/)-
一一-21.9m一一一

一切ご「

質1
h
s
 

L
 ¥

 

寸，，
F

U
H川

、
ノ
チ
仁
川

'η

4

仕
上
L
A
り〆

/
/
6
b
v
L
F
hリ

4
U
1

士
円
ム
リ

、J
L
J主
守
小
広
庁
1

T
I
'列

d

町
し
川
山

口
な
山
吹

上
り
の

詑
色
ま
経

p
褐
し
小

宇
え
込I
 

C
U
1よ

質
を

h
e

'aν 

)

j

 

A
シ

4

パーR
 

F

I

L

 

王
E

nu
・ァ
H

'14
ト
仁

/
t
u
v仁

土
粘

色相
向
通

仲
民
地
同

、、a
-
1
J

L
l
 

川
一
一
ぶ
ま

p
に
し

K
 

「

¥
U
1
i

出
《
「

SKP24 

-@-
一一一山 Im-一一

内~ヨι-j

51¥.1"24 とう

i 褐色こI::(IOYR4/4) 
シ)~ト質

:>nト質

SKP28 

-Ce)-
一一… 23.2n1一一一

ー一一一どI.om一一一

SKP25 
:_:VD-

一一一-Z1.()m-一一ー

一一℃丈「

S 

シルト鈎

SKP29 

~6J-
一一-23.2111 一一一

S 

ト質

SKP33 

~_/o-

S 
一一23.2111 一一

」一一日戸-j

。

寸完丈ア

S 
1 

シルト気

ι}~ ト Ý1

? 

-0-
一一己五ピア

S Q
U
1
i
 時

J
j

、
ulμ 

官
l

レ
'laz
，J
 

、ンし
)
 

3

E

 

/
/
ナ
ん

っ
け
仕
ム

R
M
 

y
f
 

ハり日
し

土
な

色
り

お
悩
ま

p
倍
し

y
L
 

I
 

Q
U
1
A
 斤

之
M
L
Y
 --v j 

、ン

-(QxQ)-
一-23.2m SlくP31

1 にぶい策掲包土 (10YR4/3)
しまり普iffi 粘性普J溢 シ}~ト煩

~ιl S 
I 

トi:t

w
O
 

一一一三:3.0m一一一

ト食

(持638
りつり門吋 間町一-閉
山 0.ム111

シルト質

ト質

第14関 IJ¥穴群 1歯 2

3m 

ハUつω



第 3節遺構外出土遺物

遺構外で出土した遺物は、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、石器、鉄浮、近現代の陶磁器と

銭貨などがあり、このうち大多数は縄文時代の遺物で占められている。これらの遺物は混在した状況

で出土しており、器表面の摩滅も著しく、殆どは原位置を留めていないものと思われる。本節では縄

文時代から古代までの土器・石器について図示し説明を加える。なおここでは範囲確認調査時に出土

した遺物も一部掲載しており、遺物観察表中の出土位置の欄で池田在Jとしたものがこれにあたる。

1. 

i震構外で出土した土器には縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器があり、このうち縄文土器が最も

多い。弥生土器、土師器、須恵器は散見される強度にすぎない。

( 1 )縄文土器(第15図 1~26、図版 6)

縄文時代の土器は中期 e 後期のものが認められ、その多くは中期の所産 られる。出土し

器は殆どが破片であり、全体の形を知ることは難しく、明確に深鉢形以外の器形を示すものはみられ

ない。ここでは主に有文の破片を抽出して、施文技法を中心に若干の解説を試みる。

1は唯一口縁部から底部までが接合し、全体の形を窺うことができる。 i二!縁部が外皮し、胸部が若

干膨らむ器形で、平口縁にいくつかの小突起が付くものと考えられる。仁!唇部上端には刻み、仁i

外面には竹管による刺突と、粘土紐貼り付けによる隆線、単節LRの縄の縦位押圧文が施され、内面

にも 1本の隆線が巡る。頚部にも降線が 3本横位に巡る。これらの降線は器体との接合部が了寧に撫

でられ、断面は山形を呈す。頚部以下には地文として単節LRの綿が縦位に回転施文され、この地文

の上に 2条 1組の沈線が区画文をなすU 腕部の最大経をとる笛所では 2条 1組の沈線が横{立に巡り、

一部で垂ド文となる。底面には不明瞭であるが網代痕が認められ、外面には炭化物の付着が顕著であ

る。 2は小突起をもっ口縁部の破片である。単節LRの縄を横位回転施文して地文とし、その上に粘

土紐を貼り付け、さらに粘土紐に沿って単節LRの縄を押圧施文している。 3はiコ唇部に安IJみと小突

起をもち、口縁部外語直下には粘土初の貼り付けによる区画状の文様が横位に展開する。地文には単

節RLの縄を横位回転施文している。 4と5はi可一{国体と考えられる。張り出した部分には粘土紐が

弧状に貼り付けられ、外面全体に縦位の沈線文が施される。内面には口縁と平行して沈線の沿う経線

が巡る。 6~10も同一個体とみなされる。口縁部と体部下半は失なわれているが、 1と同様の器形を

なすと考えられる。頚部には 2本の隆線の間に粘土組を貼り付けた鋸歯状文が横位に展開する。この

鋸歯状文より下位には地文として単節LRの縄が縦位回転施文され、その上に 3条の沈線と 1本の降

線が巡る。この降線からさらに下方には、沈線の沿う経線が対となって蛇行しながら垂下する。 1~

10は以上のような文様施文の特徴をもち、大木 7b 式に比定されるものと考えられる。 11~15は

個体とみなされる。口唇部はやや肥厚し、単節LRの縄が縦位に押圧される。外国には複節RLRの

縄を横位回転施文した後、 3本の細い粘土紐が平行に貼り付けられる。円筒上層 d式に比定されるも

のと考えられる。 16は'1屈の広い粘土紐が平行に貼り付けられている。 17は口縁部直下に細かい縄文を

施した後、 2本の平行沈線をヲiく。内面には口唇に沿って粘土紐が貼り付けられ、上端を沈線で丁寧

に整えている。 18は地文に単節RLの縄を、 19は複節RLRの縄を横位回転施文した後、横位に沈線
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第4章調査の記録

を施す。 19は外面に赤色顔料を塗布したものと思われ、縄文の節の中に一部残存している。 20は単節

LRの縄を横位回転施文した後、施文した帽をなぞるように平行沈線が引かれる。 21は爪形の刺突が

施され、隆帯上にも刻みが加えられる。訟は波状口縁の頂部に刻みが加えられ、口縁直下には沈線文

が施される。後期初頭のものと考えられる。 23は波状口縁の一部で、強く屈曲して外反する器形と

われる。屈曲する部位には内外面ともに沈線がめぐる。 24は竹管による沈線と刺突が施されている 0

25は波状口縁の一部で、波頂部の直下に内面側から穿孔されている。外国には粘土紐が鮎り付けられ

ていたようであるが、殆どが剥がれ溶ちている。 26は波頂部に刺突が加えられ、磨消縄文と沈線文が

施される。後期前葉のものと考えられる。

( 2 )弥中号(第15図27~29、図版 6 ) 

弥生土器は 3点を図示している。 27は斐の口縁部破片で、口唇部には刻み、口縁部内面には横走す

る1本の沈線、 i二i縁部外雨には之条で 1紺の沈線によって横位展開する鋸歯文と、交互刺突文が施さ

れる。交互刺突文はまず!揺4mmほどの隆帯を横位にめぐらせ、その上下に沿って沈線を施し、!窪帯の

上下端にほぼ垂直の角度で刺突を加えている。沈線と刺突にはおそらく向ーの、細い棒状の施文呉が

用いられている。外面には煤の付着が顕著で、給土には海綿状骨量[-が含まれる。 28は器表面の摩滅が

しく不明瞭であるが、弧状の沈線文の間に縄文がみられる。外国に付着した煤や胎土の様相から、

27と同一個体と思われる。 29は外部にハケメ調整がみられ、横走する平行沈線の間には縦長の列点が

加えられる。警の体部破片と思われる。これらは弥生時代後期の天王山式に比定されるものと考えら

れる。

( 3 )古代の土器(第15図30. 31) 

古代の土器は S1 11竪穴住居跡、の周辺で特に集中して出土するが、これらは本来竪穴住居跡の覆土

に伴うものと考えられる。竪穴住居跡周辺以外では古代の土器の分布は非常に希薄で、器形を主!Jるこ

とのできる個体も少ないため、ここでは 2 点を図示するに留める。 ~)Oは須恵器査の口縁部破片で、竪

穴住居跡出土のものを除くと、須恵器はこれ 1 点のみとなる。 31は土I~雨器の小形血である。

2 石器

した石器には石鋭、石錐、石匙、石箆、スクレイパ一、模形石器、剥片、半円状)高司王打製石器、

磨製石斧、)嘉七がある。帰属する時期は明確でないが、遺跡内で混在して出土する土器は縄文時代中

期を主体としており、これらの石器も概ね縄文時代中期の所産と思われる。

石鍛(第16図 1~4、図版 7-1~4)

6点出土し、 4点を図示している。頁岩と黒耀石が用いられている。基部の形で、出基のものと

をもつものに分けられる。出基は 1点のみで、他はすべて茎をもっ。黒曜石製の 4は、先端部が折損

し、一部は片面のみの調整となるため、未製品と考えられる。

石錐(第16図5・6、図版 7-5・6) 

2点出十している。ともに頁岩製である。 5は自然面を残す横長剥片の右側縁と端部に調整が加え

られ、錐部が作出される。 6は素材の両面に調整が及び、平田形はダイヤ形

(第16図7、図版 7-7) 

資岩製のものが 1点出土している G 自然面を残す縦長議IJJ十の端部につまみが作られる。刃部は片面
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第4章調査の記録

ら行われている0

8 .~12、凶版 7 -15-----

している。全て頁岩製である。いずれも両面調整が施され、素材の面が残

らないほど剥離が進行している。 8は一端を折損した後、両側縁から再調整が施されており、平面形

は援形を呈す。折損して鋭利な縁辺をもっ端部には微細暴IJ離痕が認められる。 9.10は一端に細かな

調整剥離が行われ、丸みを帯びる。 11は南端が尖り平面形は棒状をす。一側縁には再調整が行われ

ており、顕著な階段状去IJ離がみられる。 12も再調整が行われており、一端が尖っている。これら

り、いくつかの個体は廃棄されるまで数段階の使用と

イケルをもつため、最終的な形態とサイズにばらつきが生じるものと考えられる。

スクレイパー(第17図13"'19、図版 7-8 -'" 14) 

ここでは主に縁辺もしくは端部に調整のある剥片をスクレイパーとして扱う。 25点出土し、 7点を

している。全て頁岩製である。 13は横長剥)十を素材として、縁辺のほぼ全周にわたって調整が加

えられている。一辺は比較的整っていて緩やかな弧を描くが、対向する辺は鋸歯縁となる。これ

似する石器は、秋田県内では横手市手取清水遺跡、秋田市地蔵田B遺跡、河辺町上野遺跡などで

例が知られ、いずれもアスフアルトの付着が認められる。 14も同様の石器と考えられ、両面識整に

よって木葉形を皐す。形態@サイズともに t野遺跡出土例に似る。 15は厚みのある一辺が粗く両国調

され、対向する鋭利な縁辺には連続する細かな手IJ離痕が認められる。 16は左側縁に連続する細かな

剥離が、右側縁の A部に微細剥離痕がみられる。 15. 16はともに鋭利な縁辺をそのまま使用したもの

と考えられる。 17. 18は上部を折損し、調整は両側縁と末端に及ぶ。 19は端部を折損し、 i両側縁には

ノッチ状の調整がみられる。

喫形石器(第17図20.~22、図版 7 -20 . 22 . 25) 

3点出土しており、全て黒曜石を用いている。 20.21には努断面が観察される。おそらく直径 5crn 

に満たない円礁を素材とし、南極議IJ離技法によって作られたものと考えられる。

剥片(第17図23"--25、図!坂 7-21 .23 . 

黒曜石の剥片を図示する。 23の末端形状はウートラ a パッセを示す。 25は強い加撃のi擦に打面が弾

け飛んでいる。なお累日産石については産地問定を行っており、分析した 6点のうち 5点は男鹿産と判

されている。

半円状濡平打製石器(第17図26、図版 7-26) 

ものが 1点出土している。自然面を大きく

使用のためか縁辺は著しく摩滅している。

磨製石斧(第17図27・28、図版 7-27・28)

小形の磨製石斧が 2点出土している。 27は製作時の剥離痕が一部擦り消されずに残存する。器体に

を素材とし、 大
)

対し刃部の方がi福狭く作られており、ノミのような形となる。 28は定角式の磨製石斧の頭部で、

に間取りされている。

(第17図29・30、図版 7-29・30)

2点出土し、ともに花筒岩の円磯を用いている o 29は円礁の両面を磨面とし、両面と側方の一部に

は鼓打痕もみられる。 30は両面のほか側方も原形をとどめないほど磨られており、中心にはバンド状

に鼓打痕が巡る。
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第 3節

It市岡お号 |ミI!t反番号 il仁左位置
縄文止土器理深3一1:

l~[l 位 1I台二i二 外白色調 内問色調 i詰 二ヨx守

IS-1 (i-1 1¥[ /¥44-1 n*~:部ノ D主音[3
1組引砂砂 110OYY RR65//33ににぶよくしい寸故刻掲

lOYR5/2灰"ÊÌ~褐 口?子(224)1氏作(96)日;J高2R6
1日リ 6 つ MB46-IV I二[ #JI1立ート書喜J架(~* しi続f:'iIi 1": 5/4にぶい褐

]fi-:i β3  lVI C44-n 縄文ゴニ器深鉢 日綾部 tHI沙 RS/4にぶい赤f司 fiYRS/ヰにぶい万¥ミ褐

15-4 6-4 範磁i 縄文土器深鉢 日縁部 主1砂 2.5Y7/2灰黄 2.5Y7/引火f主
15-5 6-5 |範1i'{li 縄文土器深鉢 []縁部 粧i砂 10Y 10/:3にぶい言H亙 lOY R7/:3rこv5くい歩引登

15-6 6-8 L Q48-IV上 縄文土器深鉢 体部 細砂 LOYE7/4rこぶし1言引宣 lOYR7/2にぶい黄箆

15- 6-9 L Q48-II 縄文土器深鉢 {本音[¥ i'乱砂 10Y R6/4{こぶL晴lti宣 lOY R 7/:3 {こぶし寸i引

15-8 6-6 Q48-IV上 縄文土器深鉢 体部 細砂 5Y R6/6tを 長宣言

15-9 6-7 L Q48-IV上 縄文土器深鉢 休部 |務11砂 2.5Y6/:3にぶい黄 12.5Y6/3にぶし技

15-10 6-10 L Q47-1 縄文土器深鉢 {本部 細砂 5Y R6/4rこぶし，t!f 2.5Y7/:3i'l誌を
15-}1 6-12 L Q46-1 縄文土器深鉢 休部 組jj昔、 10YR7/:3にふくt;，主計登 7.5YR7/41こぶしユ権

15-12 6-11 L Q46-1 縄文土器深鉢 {本音fi 市日|砂 10Y R7/:3にぶい手引主 7.5Y R5/4にぶい褐

15-J3 6-14 L Q46-IV上 縄文土器深鉢 口縁部 高111砂 7.5Y R6/6憶 lOYR7/4{こぶし， ~jltf豆

15-H 6-1:3 L Q46-IVJ二縄文土器?~~鉢 口縁部 帝国砂 lOYR7/L]にぶい黄位 7.5Y R5/4{こぶい褐

!日 lfi βlS L Q4()-IVJ:_ 縄文土器深鉢 n綾部 制Íl~Þ 5YR6/8f歪
710.5YY iミR66//4Gにt笠ぶい黄持:()-16 ivIA44-II 縄文土~1~深志i; !二!縁部 i粗砂 lOY 1~6/4 にぶ L -l黄控

15-17 6-22 議([j{i'(ii 縄文土器tf~鉢 口早悼急百合[; |ま11Ii沙 7.らYRf1/fit¥I らYR6/叫笠

18 6--2:3 L Q46-N上 縄文土器深鉢 休部 組砂 10YR6/4にふくい2をHミ12.5~{ R 7/3l長i?を

15-19 L Q46-II 縄文土器深鉢 休部 組砂 SY3/2オ1)ーブT、 7.5YR4/41'1号

6-18 革8li在 縄ぇ土器深鉢 体部
粗利11砂砂

SYR6/6f歪 ひYR6/6t豆

15-21 6-20 MH46-1 縄文土器i茶封; 体部 15Y RS/6明赤褐
510Y Y RR5/76/6i羽明赤黄掲禍

15-22 6--]7 L Q46-TV上 縄文土器深鉢 口絵、吉f¥ 組ii少 lOY R7/4にぶし φ貯金‘

6-21 L Q48-II 縄文土器深鉢 日縁部 i主11I砂 5Y RS/6明赤褐 lOY R5/4にぶい黄褐

15-2"] (1-2芯 L R44-II 縄文土器深鉢 休部 担砂 支出i 2.5Y7/4浅黄

6-27 |範ji復 i| 縄組文立土十3器~~深築鉢鉢 口縁部 :1坦!沙 2.5Y!1/1黄灰
1100Y Y RR77//241にこぶぶいい黄黄陪憧

15-26 6-26 MK47-1 円高表部 'l'llli2J 10Y R7/4によくし i黄控

15-27 6-29 範確 ~If\正主十.器繋 口市支部 初11沙 7. 5Y R7/6tIT 7.5YR7!併宣

15-28 6-19 L R46-TV上
戸弥生生土1:器器護饗 休体部部

京阪砂 7.S'iナR6/6樟 7 .5Y R6!6tit 

15-29 6-25 範篠 組砂 10YR7!3に"~く占引責 10Y R6/4にぶい黄樫

15-.30 1¥lM46-II 沼恵器定 ，-，縁部 総11砂 N:3/0Jli伝l反 10Y3/1才 1)ーブよ己

ME52-1 !土師器毘 口縁部~底部 制砂 10YR7/3にぶい黄償 R7/3にぶい黄控 口在(74)底径(59)器高16

第 5

挿ほi番号 図版番号 出土{立ji!;' 35 極 長さ (n1l1l) 相1I11U) IJ宗さ (mm 軍最(g) 石賀 i 素材 備考

16-1 7-1 M 1 石銑 ::50 18 i ω ワ 頁岩 ? 

11i6l3 ソ
7-2 livlD45… IVJ二

1匝l国石子Ei壁鞍並銚犠

;:)f' 16 5 .:， 頁岩 甲

7-3 
|哩MC伯-II

31 14 6 】

黒黒r頁lZf曜曜岩岩岩石石
紅縦横長長長剥剥罰}l十片H一ワ

(分析番号64253
16-~] 19 13 4 1 

門

~1 B43-IV上 三() 12 16 
1(-)-6 7-(-) MI¥l17-II ‘3;) ] :3 8 4 つ

16-7 7 --7 1MB 57 -TV 1: イγ一11日Eと，. 85 .i2 14 26 縦長剥片

16-8 7-18 I L P48-11 記琵 1υ三 ~~ 4-;〉A6JJ 11.1 長岩 り

16- 9 7-15 M L47-II 

石石石毘耳窟

145 叫d~) 19 106 買京 つ

16-10 17 M II 79 ムつリつ 16 34 良岩 つ

16-1] I 7-19 M 144-n お5 20 14 20 頁岩 ? 

16-]2 7-]6 L S49-n J-b箆 81 4:3 頁岩 ‘F 

17-13 7-8 
MB45-II いrスアククフレ川イイ パー

16 36 3 ヰ l反岩 横長剥片?

17-14 7-9 
範範確確 パ一 24 45 10 8 頁岩 ? 

]7-15 7-]り パー '27 ti::l 12 1ti 

官 縦縦長長求剥IJ片片? 
17-16 7-11 T45-11 スクレイパー 。6 30 門j 10 

17-17 7-13 L T45-II スケレイパー 18 15 4 縦長季1I片

17-18 7-14 表採 スクレイパー 29 19 6 2 頁岩 縦長剥片

17-19 7-12 MA50-n スクレイパー 48 22 10 8 頁岩 縦長柔IJ片

17-20 7-20 L S44-NJ二模形石器 29 15 8 4 黒日程石 |分析番号64254

17-2J 7-22 MB44-IV上
摂模形形石石器器

26 20 7 4 黒曜石

17-22 7-25 LQ44 斑 20 26 12 黒曜石 分析番号64258

17-23 7-2J lVIA42-1 表IJJ二十 27 13 8 2 黒曜石 分析番号64256

17-24 7-23 L T43-I ~IJ片 20 17 4 黒11歪石 分析番号64255

17-25 7-24 ML46-I 手IJJ十 23 30 15 6 黒曜石 分析番号64257

17-26 7-26 L Q50-I 三|主円状尉平打製石器 53 101 18 110 凝灰岩 縦長手1I片?

17-27 7-27 MD4()-TV上 爆製石斧 102 27 11 54 jJ立岩

17-28 7-28 L S45-IV上 機製石斧 27 20 9 8 泥岩

17-29 7-29 L T46-II 磨石 95 78 52 576 花除j岩

17-30 I 7-30 申告確 磨石 109 75 リc::c::リ 708 花樹岩

第 7表選構外出土石器観察表
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第 5章 自然科学的分析

古関 E遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析

藁科哲男(京都大学原子炉実験所)

はじめに

お器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および、文化圏、交易圏を探ると言う呂的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の石

材産地推定を行っている1. 3) 

サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行い、これを

産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産地

ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを

対比して産地を推定する。この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地

を同定する。蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、測

定の操作も簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性

格が分からないという場合にはことさら有利な分析法である。

今回分析を行った試料は、秋田県南秋田郡飯田川町和田妹川宇古関241-1外に位置する古関立遺

跡から縄文時代中期主体の層から出土した黒曜石製石器、剥片の合計6f閣で、これら遺物について産

地分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギ一分散型蛍光X線分

析装援によって元素分析を行う。主に分析した元素は豆、 Ca、Ti、Mn、Fe、郎、缶、 Y、Zr， ~"bの

元素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち摘すために元素量の比を取り、それでもっ

て産地を特定する指標とした。黒曜石は、 Ca氏、 Ti/K、Mn/Zr，Fe/Zr. Rb/Zr， Sr/Zr， Y/Zr、r，Tb/Zrの比

をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中

山陰、九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図 1に示す。

躍石原産地のほとんどすべてがつくされている。元素組成によってこれら原石を分類し表 1に示す。

この原石群に原石産地は不明の遺物で作った遺物群を加えると170個の原石群になる。ここでは北海

道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村

し、鹿砦北方 2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約 2kmの[IJ晃加沢地点、また臼

沢などより転機として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地 に関係無く赤石山群(I日白

1群)にまとまる。また、あじさいの滝の露頭からは赤石LLIと肉眼観察では区別できない原石が

採取でき、あじさい群を作った(旧白滝第 2群)、また、八号沢の黒曜石原石と白土沢の転機は梨肌の

黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。幌加沢よりの転機の中で70%は!幌加沢群に

-28 



なりあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの30%は赤石LU群に一致する。

は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取され、この原石の元素組成は遣戸群にまとまる。}

の原産地は、常呂JIIに通じる流域にあり、この常呂]11流域で黒曜石の円擦が採取されるが現在まだ調

していない。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の 1-勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中

より原石が採取され、この原石の元素組成は十勝三)j支群にまとまる。この十勝三股産原石は十三の沢

から音更JlIさらにト勝)[[に流れた可能性があり、十勝)11から採取される黒曜石円擦の組成は、 !-H券三

股産の涼在の組成と相互に近似している。また、上士幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円

擦の組成も十勝三段産原石の組成と相互に近似している。これら組成の近似した原石の原産地は区別

できず、遺物石材の産地分析でたとえ、この遺物の原石産地が 1-勝三股群にj司定されたとしても、こ

れら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の護数の地点を考えなければならない。しかし、こ

の複数の産地をまとめて、 卜勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考

えられる。また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から 2個の美

蔓原石群が作られた。この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川お

よび忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円磯が採集される。これらを組成で分類すると88%は

名寄第一群に、また12%は名寄第二群にそれぞれなる。旭川市の近文台、嵐山遺跡付近および雨文台

北部など、から採集される黒曜石の円礁は、 20%が近文台第一群、 69%が近文台第二群、 11%が近文台

第三群それぞれ分類された。また、滝JrI-m江]5IJ乙で採集される親指大の黒曜石の繰は、組成で分類す

ると約79%が滝川群にまとまり、 21%が近文台第二、三群に組成が A致する。滝川群に 5宣する組成

の原石は、北竜市恵袋別)111音本社からも採取される。秩父別町の雨竜]11に開析された平野を見下す丘

陵中腹の緩斜面から小円擦の黒曜石原石が採取される。産出状況とか擦状は滝J1 と同じで、

i1lJ北九州地域 、0/ 25・加茂 答弁県 日目 上石川 67 大窪沢 山形県

25 :空弁 47:島 14: t王山 11 月 111 日 百i1

39 : 岳 44 59 小国 27 :久見 48 三塁lね 15 大白川 17 2吉E宗 八森山

59 :村立川 (8 在) 60 南関 34 /辻 28:沼総 長野県 71 金 主主 18 J/ 郊宿 11 : 念 日折目安内

64 玄女木 61 董主 君ケ詩~ 71 去を主主持 19 鍛 冶j援 ! :i哀 F守
~ g 首11 5S・ーと牛鼻 40: ケ岳 ~ o 魚 )[1 29 双子池 後盟主 笛木県 :1111ケ 坂

40 淀姫 55 平木士号 62・白 浜 両日 30 向洋語 zo 上多銭 !日選iI京[IJ 庶務 [!I
，j1 :中罰了 日夜ケホ 31 稲積 21 招1)者i百 大

42 大路 長 谷 53 塚詩責 才イ止す 部 72 下jJi¥jil

図 1 *緩石 i反政治
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第 5章 自然科学的分析

六角沢群をま

市戸内地区より産出する

地区より産出の大釈迦群(旧浪岡群)は赤井川

をそれぞ、れ作った。深浦の両群と相互に似た

ある。戸内第一群、成田群、浪岡町県民の森

1、 2群と弁別は可能であるが原石の組成は

比較的似ている。戸内、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石娠が作れる大きさがみられ

る程度であるが、鷹森群は鷹森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には 5cm大のものもみられる。また、

になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。男鹿群は秋田県男鹿市の男鹿半島

の金ヶ 1I蒔温泉のあった海岸より採取された原石で作られ、男鹿半島の脇本地区で採取された原石の組

成は男鹿群と棺互に近似していることから、この両産地の原石の起源は同じと考えられる。

rrに沿った範閣に点々と見られ、雫石群は岩手郡雫石町のノ小赤沢地区の磯層から

られ、まIT居群は沢市真城の折居地区の礁層より採取された円磯で作られ、

群は西磐井郡花泉町の払回および金沢の両地区の磯層より採取された小丹燥の原石で f作ら

である。これら岩手県の原石群の組成は相互に似ていて、これら原産地を元素組成で明確に区別でき

なく、遺物を分析してたとえこれら岩手県下の原石群の中の一地点に同定されでも吉こ

産地はこれら岩手県内の複数の原産地を考えなければならない。月山群は羽黒山から月山にかけての

西麓付近に点々と分布する黒曜石産出地点より採取した原石で作った群である G 最近、鈴木氏より

供された黒曜石原石は、寒河江市から転機として産出した黒曜石原石で、西北九州の中町産地の原，石

と組成がi以るが、一致せず全く新しい組成の黒曜石と判明し、寒河江群として原石群に加えた。

群は宮城県加美郡宮崎町柳瀞の湯倉真珠岩層の露頭付近で採取された原石で作られた群である。

県内の原産地では、佐渡島は大佐渡山地の南部に位置し、所在地は佐渡郡金井町堂林、ニツ坂地域か

ら佐和田町との境にかかる地帯である。今回分析し ときに産出した円磯状の原

1 C111から 3cmの大きさのものが大部分で、大きな原石は長径が約10cmのものが確認でき

林道での採取は困難で、僅かに向地域の沢で少量採取できるにすぎない。この沢で採取し

の原石は長径が約 5Clllの円磁で、小型の石簸を作るには十分の大きさである。元素比の組成の似たも

ので群を作ると、佐渡第 a群と佐渡第二群の二つの群にまとまる。これら佐渡第一、」群は佐渡国有

の群で他の産地の原石群と区別することができる。新発田市の板山原石は牧場内に露頭があり、小粒

に採取され、牧場整備で土木工事で露出した露頭からは握り拳大の原石を採取するこ

とができた。板山産地から北方約 5kmに上石川黒曜荷産地があり良質の黒曜石を産出している。また、

LlJ地区から小粒の黒曜石が産出することが知られていた。また、秋葉山南方約 3kmの

津地区から新たに黒曜石が産出している地点が明らかになり金津産原石で、金津群を作った。この佑新

潟県では入広瀬村の大臼川地区から採取される黒曜石は大半が親指大で肉眼的には良質であるが石器

原材として使用された例はない。申信高原地域の黒曜石産地の中で、霧ケ峰群は、長野県下諏訪町金

明水、星ヶ塔、星ヶ台の地点より採取した原石でもって作られた群で、同町観吾沢の露頭の原おも、

霧ケ11嘩群に一致する元素組成を示した。和田1I時地域原産の原石は、翠ヶ塔の西方のrl1に位置する旧和

田111長トンネルを中心にした数百メートルの範囲より採取され、これらを元素組成で分類すると、和田

|峠第一、第二、第三、第四、第五、第六の各群に分かたれる。和田l峠第一、第三群に分類された原石

は!日トンネル付近より北側の地点より採取され、和田111長第二群のものは、 トンネルの南側の原石に多

くみられる。和田峠第四群は男女倉側の新トンネルの入り口、また、和田IIJ者第五、第六群は男女倉側

つ]
Q
U
 



新トンネル入り口左側で、和田峠第一、第三の悶群の産地とは逆の方向である。

にまとまり組成は和田峠第五群に似る。 鷹山、星糞曲者の黒曜石の中に和

る物が多数みられる。麦草峠群は大石川の上流および麦草III長より採取された原石で作られた。これら

元素組成で和田 11J~，霧ケ i峰、男女倉、麦草III奈の各地域に区別される。

地方の原産地は笛塚、畑宿、鍛冶屋、上多賀、柏111長西の各地にあり、良費の石材は、畑宿、柏1])者西で

斑品の多いやや石質の悪いものは鍛冶屋、上多賀の河原産地でみられる。笛塚産のものはピッチス

トーン様で、石器原材としては良くないであろう。伊豆諸島の神津島-原産地は砂糠崎、長浜、沢尻湾、

恩馳島の各地点から黒曜石が採取され、これら原石から神津島第一群および、第二:群の原石群にまとめ

られる。浅間L[J

者の間でしばしば話題

ではあるが、

とし と比較し

しているが、黒躍石裂のものは風化に対して安定で、表面に薄

されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で、7.K和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ

とんど見られないo Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行った場合、また除かずに産地分

析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比護についても風化の影響を完全に否定する

ことができないので、得られた確率の数値にはや〉不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を誤る

ようなことはない。

今回分析した古関豆遺跡出土の黒曜石製遺物の分析結果を表 2に示した。石器の分析結果から石材

産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするため

Rb/Zrの a変量だけを考えると、表2の分析番号64253番の遺物ではRb/ZrO)値は1.474で、男鹿 e 金ケ

，IJ言群の[平均髄]土[標準偏差値]は、 1曾 493土0.081である。遺物と原石群の差を標準偏差値(σ)を

えると遺物は原石群ーから0.2σ 離れている。ところで男鹿@金ヶ，fi奇原産地から100ヶの

ってきて分析すると、平均値から土0.2σ のずれより大きいものが創価ある。すなわち、こ

の遺物が、男鹿@金ケi埼群の原石から作られていたと仮定しでも、 0.2σ 以上離れる確率は84%であ

ると言える。だから、男鹿場金ケ，11奇群の平均値からo')σ しか離れていないときには、この遺物が男

ケIlJ針酵の!男、七から作られたものでないとは、到底言い切れない。ところがこの遺物を月山群に

比較すると、月山群の平均値からの隔たりは、約アσである。これを確率の言葉で表現すると、月山

群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から7σ 以上離れている確率は、千万分のーであると

える。このように、千万個に一個しかないような原石をたまたま採取して、この遺物が作られたとは

られないから、この遺物は、月山群の原石から作られたものではないと断定できる。これらのこ

とを簡単にまとめて言うと、「この遺物は男鹿・金ヶ!埼群に84%の確率で帰属され、信頼限界の0.1%

を満たしていることから男鹿・金ヶ崎産原石が使用されていると同定され、さらに月山群に十万分の

%の低い確率で!帰属され、信頼限界の0.1%に満たないことから月山産原石でないと河定されるJ。

遺物がーヶ所の産地(男鹿・金ケ|崎産地)と一致したからと言って、例え男鹿・金ヶ崎群と月山群の原

石は成分が異なっていても、分析している試料は原おでなく遺物で、さらに分析誤差が大きくなる不

っο
Q
U
 



第 5章 自然科学的分析

定形(非破壊分析)であることから、他の産地に一致しないとは言えない、 i可種岩石の中での分類であ

る以上、他の産地にも一致する i可能性は推測される。即ちある産地(男鹿@金ケIlf奇産地)に一致したと

した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表 1の170倒すべて

について行い、低い確率で帰属された原石群を消していくことにより、はじめて男鹿@金ケ

の

た8ヶの変量で取り扱うの

とRb元素との間に柱!関があり、

の石材で作られた遺物であれば、

実際はRb/Zrといった唯 1ヶ

しなければならならい。{列

く、前述し

A群で、

しなくても分かるようなときは、

と比較したとき、 も一致する

はずである。したがって、もしRb重だけが少しずれている

いと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにし し

あるマ八ラノビスの距献を求め

ぞれの群に帰属する確率を求めて産地を

うホテリシグのTコ ある。これによって、

1 

では170j留の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果について

は低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、木研究ではこれら

産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んで、いる、すなわち、男鹿告

と判定さ

ている原石および、信チN和田峠産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定さ

地のみの結果を表 3に記入した。原石群を作った原石試料は直径 3cm以 tであるが、多数の試料を処

理するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち

切る。このため、得られた遺物の測定値には、大き まれ、ときには原石群の元素組成

のパラツキの範囲を越えて大きくなる。したがって、小さな遺物の産地推定を行ったときに、判定の

信頼限界としている0.1%に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。この場合には、

地(確率)の欄の確率植に替えて、マハラノビスの距離D の値を記した。この遺物については、

されたD:!の値が原石群の中で最も小さなD 値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はそ

の組成と似ていると言えるため、

されたものである。

功えそこの原石産地と考えてほ Y間違いないと判断

今回分析した古関立遺跡出土の 6値!の黒曜石製遺物の各産地JjIJ使用頻度の中で最も多く使用された

は地元、男鹿半島の金ヶ崎または脇本産の黒曜石で頻度は83%(5個)に達している。

64257 (No.5)の遺物については原石産地が特定できなかった。産地が特定できない理由は、遺物の異常

風化による分析値への影響が推測され、異常に風化が進展すると、定性的には新鮮部分を分析したと

きのK元素値より相対的に大きく観測される。これは推測であるが、風化層内の

に移動し濃縮し、マトリクス効果の自己吸収による 線の減衰が減少するために、

のピークが大きく観測される。従ってK元素が分母のCaJK、Ti/Kの比値が小さくなり本来の産地に同

れなくなる。しかし、分析番号64257(No.5)の遺物については肉眼観察でも異常な風化は見られず、

特にCa/K、Ti広の比値が小さいとは思えないことから、この遺物は未発見の原産地の原石が使用され

ている可能性を考えた。産地が特定できない遺物で作った遺物群(表 1)に比較し同定したところ TB

群(16%= 1個)と推定された。 TB群は秋田市、戸平川遺跡で 5% (9偲)の割合で使用されている

一回:



TB  

ることから、 Tち

している

は男鹿地区産の黒曜石とi可じく原石は円!践で、また大きさも同じ程度であ

らは、 TB群組成の原石と金ヶ 11向、脇本群の組成の原石が向

きない。また、今後、各遺跡から出土する黒躍石遺物の分析数

を増やすことにより、このTB群と男鹿地区産の原石の組み合わせを他の遺跡に付いても求めること

により、組み合わせ比の同じ遺跡をつなぐことにより、原石の伝播経路などに関する情報も得られる

可能性が捻測される。

1 ) X線分析j去によるサヌカイト (II)。

8:61-69 

2) 

(lll) 0 (l V)。

昌， 蛍光X線分析法によるサヌカイト

10.11:53-81:33-47 
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苧山ける統計的手法。

と物理化学。

と自

と自

16:59-89 

O'77-0n 
電子ノ . "ノにノ

2 r-'::t開立

分析! Yじ 比

Ca/ K Ti/五 Sr/Zr Al/ K S K 

64253 O. 303 O. 086 0.237 1. 715 1. 474 O. 892 0.347 0.206 0.028 0.381 
0.4つdQtJヴ6 fミjleitqj仁QJLtミJ 江 235 1.399 1.535 0.929 G.294 9.153 0.925 9.3S4 

64255 O. 302 O. 086 0.194 1.547 1. 375 0.851 O. 295 0.060 0.022 O. 350 

64256 O. 3む2 0.081 む.261 1. 697 1. 507 O. 908 O. 324 0.056 0.028 0.361 

64257 O. 262 立 116 立 144 1. 899 立874 O.己53 な 303 0.091 0.025 仏 378

64258 O. 278 O. 086 立 221 1. 670 1.554 立931 む.324 O. 127 。.029 0.351 

JG-1 O. 783 0.210 0.061 4. 184 1. 030 1. 344 O. 258 0.155 0.020 O. 307 

JG-1 :標準試料 Ando，A.，Kurasawa，H.， Ohmori，T.長 Takeda，E. 1974 comp ila t i on of 

data on the G]S geochemica1 reference samp1es JG-1 granodiorite and 

TB-1 basal t. Gθochθ'mical Journal， Vo1.8 175-192 (1974) 

::3 -ct:i関口遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析結果

分析 試料 原石産地(確率) 半せ 定供 備

番号 番号，地点，層位

64253 し範囲確認 脇本(24弘)，金ヶ崎(9弘) 男鹿 石嫉

64254 2，LS44， N層上面 脇本(51見)，金ヶ崎(36覧) 男鹿

64255 3， LT43， 1層 金ヶ崎(67弘)，脇本(50弘) 男 鹿

64256 4， MA42， 1層 金ヶ 1I時(31%)，脇本(1弘) 男鹿

64257 5， ML46， 1層 T B (89弘) TB群

64258 6， LQ44，盟層 脇本(70弘)，金ヶ崎(48弘) 男鹿

35 
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古樹立遺跡の発掘調査は1999年9月1日から10月29日まで行われ、調査の結果、竪穴住居跡 1軒、

土坑 5基、焼土遺構 1墓、柱穴様ピット15基が検出され、遺物は主に縄文時代・弥生時代の土器・石

器、平安時代の土師器・須恵器などが出土した。検出された遺構のうち、時代を特定できる遺構は、

縄文時代の土坑 1基と平安時代の竪穴住居跡 I軒のみである。出土遺物は、縄文時代中期前葉と平安

時代にある程度のまとまりをもっ他は散発的なあり方を示し、遺跡が断続的に利用されていたことが

窺われる。ここでは唯一検出された平安時代の竪穴住居跡(S1 11)について若干の補足をしておく。

まず竪穴住居跡の廃絶の時期については、床面底上から出土した須恵器皿が指標となるであろう。

この高台付き血は、男鹿半島基部に当たる若美町海老沢地区で操業していた窯から将来されたものと

考えられ、 9世紀後半代に位置づけられている。

竪穴住居跡に付属する施設として特筆されるものは、住居外に突出する溝と、床面で検出された 2

基のロクロピットである。

住居外に突出する溝は、秋田県内では鹿角市中の崎遺跡などで検出例があり、排水溝としての用途

が考えられている。本遺跡の溝跡も、近接する沢に向かつて低く掘り込まれ、排水の機能は果たしう

るが、先述したとおり溝跡には流水の痕跡は確認されないため、検討の余地がある。

ロクロピットは 2基検出され、 1基は底辺に向かつて緩やかに窄まり、もう]基は垂直に掘り込ん

だ坑の中央にさらに小坑を設け 2段構造にするという形態的な違いがある。不明瞭ではあるが切り

いをもち、後者の方が新しいと判断された。 2つのロクロピットが切り合い関係をもつまで近接して

いるという事実は、それが居住空間内での間取りと密接に関係し、また十分な作業スペースを保った

位置にあることを想起させる。青森県五所川原市に所在する隠)[1(4).隠Ufl(12)遺跡 Iでは、 7軒の

竪穴住居跡から合わせて10基の口ク口ピットが検出されており、竪穴住居内での位置取りの傾向とし

て、中心かあるいはやや南東寄りに構築されていることが指摘されている。本遺跡でも同様の位置取

りを示しており、土器製作の工〆人達が住居内の独特な間取りを共有していた可能性がある。

今回の調査で工房跡と考えられる竪穴住居跡は 1軒のみの検出にとどまり、また調査区内において

明確な土師器焼成遺構は確認されていないため、

多く、今後の課題としておく。

の規模や土器生産の体制については不明な点が

参考文献

青森県教育委員会 叩到I[(4)遺跡 隠川(12)遺跡 I 発掘調査報告書』

1998 (平成10)年

秋田県教育委員会 『東北縦貫自動車道発掘調査報告書四一柏木森遺跡・中の 11雨量跡・明堂長根遺跡-~

秋田県文化財調査報告書第105集 1984 (昭和59)年

小山ぬ
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